
日 本 史

Ⅰ 次の文章Ａ・Ｂを読んで，下記の設問に記号をマークして答えなさい。

Ａ 古代の東北地方には（ 1 ）とよばれる人々が広く居住しており，九州南部に

住んでいた（ 2 ）とともに，律令国家によって異民族としてあつかわれてい

た。7世紀に入ると次第に国家の支配が及ぶようになり，日本海側については，

ａ
斉明天皇の時代に（ 3 ）の遠征により支配が進み，8世紀初めに現在の山形県

・秋田県を主な領域とする（ 4 ）国がおかれた。一方，太平洋側においてもその

支配が次第に北に及ぶようになり，7世紀の後半には現在の宮城県のほぼ中央部

の地に（ 5 ）国の国府が置かれ、（　６　）が築かれ，東北経営の根拠地と

なった。

Ｂ 8世紀の終わり頃，（1）は（ 7 ）に率いられて反乱を起こし，一時は（6）を

おとしいれて焼き払うまでに至った。
ｂ
桓武天皇は，平安京への遷都事業を進める

一方で，東北経営にも力を入れ，789年に（ 8 ）を征東大使として派遣し，北

上川中流域の（1）を制圧しようとしたが，その族長の（ 9 ）の活躍により大敗

する事件も起こった。その後，武人として有名であった（ 10 ）を征夷大将軍と

して派遣して反乱を鎮定させ，9世紀の初頭には，北上川中流域に（ 11 ）を造

営して，（9）を服属させた。さらにその北方に志波城を築いて東北支配の前線基

地とし，（6）に置かれていた鎮守府を（11）に移した。嵯峨天皇の時代にも将軍と

して（ 12 ）が派遣され，城柵としては最後となる（ 13 ）が築かれたが，9世

紀の後半にも元慶の乱とよばれる（1）の反乱がおこり，（4）国の律令国家の拠点

であった秋田城を焼き払うなど，東北地方の支配はなかなか安定しなかった。
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設問1 上記の空欄（1～13）に最も適した語句を，それぞれ下記の語群の中から1

つずつ選びなさい。

〈語 群〉

ア 阿弖流為 イ 阿倍仲麻呂 ウ 阿倍比羅夫

エ 胆沢城 オ 伊治呰麻呂 カ 蝦 夷

キ 大野城 ク 大伴家持 ケ 基肄城

コ 紀古佐美 サ 刀 伊 シ 坂上田村麻呂

ス シャクシャイン セ 多賀城 ソ 出 羽

タ 徳丹城 チ 渟足柵 ツ 隼 人

テ 文室綿麻呂 ト 陸 奥

設問2 下線部ａの天皇の時代に起こった事件を次から選びなさい。

ア 壬申の乱 イ 磐井の乱 ウ 長屋王の変 エ 百済の滅亡

設問3 下線部ｂについて，この天皇が東北への軍事活動を終わらせるきっかけと

なった徳政相論において，軍事と造作の二つの政策の継続を主張した学者は

誰か，次の中から1人選びなさい。

ア 菅野真道 イ 菅原道真 ウ 橘広相 エ 小野篁

Ⅱ 次のＡ～Ｃの史料を読んで，下記の設問にマークして答えなさい。
いってん か ど みん

Ａ 「一天下の土民蜂起す。徳政と号し，酒屋・（ ａ ）・寺院等を破却せしめ，
ぞうもつ ほしいまま ことごとく せいばい およ

雑物等恣にこれを取り，借銭等悉これを破る。
ｂ
官領これを成敗す。凡そ亡国の

もとい かいびゃく こ

基，これに過ぐべからず。日本開白以来，土民蜂起是れ初めなり」
じょうほう

Ｂ 「今日山城国人，（ ｃ ）に会合す。国中の掟 法なお以てこれを定むべしと
こうじょう

云々。およそ神妙，但し興成せしめば，天下のため，しかるべからざる事か」
しゅく わ せいどう

Ｃ 「叔和西堂語りて云く，今月五日越前（ ｄ ）に行く。それ以前越前の合力の
しか ま

勢賀州に赴く。然りといえども一揆衆二十万人，（ ｅ ）が城を取り回く。故を

以て同九日城を攻め落さる。皆生害して，（ｅ）一家の者一人これを取り立つ」
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設問1 史料の中の空欄（ａ）及び（ｃ～ｅ）に下記の［語群］より適当な語句を選びな

さい。

〈語 群〉

ア 今 川 イ 延暦寺 ウ 借 上 エ 東大寺

オ 斯 波 カ 富 樫 キ 土 倉 ク 府 中

ケ 府 内 コ 平等院

設問2 下線部ｂは，室町幕府の重要な官職である管領を指している。次のア～エ

の4人の中にはこの管領を勤めたことがある者が1人いる。その人物を選び

なさい。

ア 赤松満祐 イ 大内義弘 ウ 細川勝元 エ 山名宗全

設問3 史料Ａ～Ｃについて述べた次の文章の空欄（1～5）に適当な語句を下記の

〈語群〉の中から1つ選びなさい。

史料Ａは，1428年に起きた（ 1 ）の徳政一揆について触れた史料で，

奈良興福寺に属する大乗院の僧侶が残したものである。この一揆はまず近江

の馬借たちが蜂起し，ついで高利貸資本の浸透に苦しんでいた京都近郊の惣

によって結合した農民たちの一揆を引き起こし，史料に見えるように金融業

者を襲撃して質物を奪い取り，売買・貸借証文を破り捨てたのである。さら

に1441年にも，（ 2 ）の徳政一揆とよばれる一揆が起こり，数万人が京

都の所々を占拠したため，幕府はその力に耐えかねて徳政令を発布する事態

となった。

史料Ｂは，南山城地方で両派にわかれ争っていた守護大名（ 3 ）氏の軍

を国外に退去させた有名な山城の国一揆に関するものである。一揆が結成さ

れた翌年のこの年，国人たちは会合で自分たちの法を定めて，一揆による自

治的支配を実現させたことが知られ，以後8年にわたって支配し続けた。

史料Ｃは，1488年に起こった加賀の一向一揆に関するもので，京都の禅

僧の日記に記されている。この一揆は，近畿・東海・北陸に広まった真宗

（ 4 ）派の勢力と国人たちとが手を結び起こしたものである。一揆によっ
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て擁立された守護も名目的なもので，ある史料に「近年ハ（ 5 ）ノ持タル

国ノヤウニナリ行キ候」とあるように，加賀国は以後一世紀にわたって一向

一揆が支配する（4）領国となった。

〈語 群〉

ア 悪 党 イ 永 享 ウ 永平寺 エ 応 永

オ 嘉 吉 カ 正 長 キ 畠 山 ク 百 姓

ケ 本願寺 コ 六 角

Ⅲ 次の文章を読み，下記の設問にマークして答えなさい。

島原の乱後は平和な世の中が続き，上方を中心に経済が発達するとともに，力を

つけた大坂・京都・江戸といった都市の町人層やその近郊の富農層の支持を受けた

文芸や生活文化が花開いた。これは
ａ
5代将軍綱吉の時代，いわゆる元禄時代を中心

に，豪壮・華麗な桃山文化の伝統を受け継ぎながら，鎖国のもとで日本独自の洗練

された美を追求した文化であった。

文学では，上方の町人文芸を代表する（ 1 ）が現われ，当初は
ｂ
談林俳諧で注目

を集めたが，やがて（ 2 ）とよばれる小説に転じ，町民の生活や感情を生き生き

と描写したすぐれた作品を世に出していった。代表作に，世之介という主人公が好

色を求めて日本中を遍歴する中で，『源氏物語』などの王朝文学の情趣を交えなが

ら，当時の世相を滑稽に描き出した（ 3 ）や，大晦日の借金取立てなどに攻防の

秘術を尽すなど町人の喜怒哀楽を巧みに描いた（ 4 ）などがある。また武士出身

で現実の社会や歴史に題材を求め，そこに義理と人情の葛藤を描いた
ｃ
近松門左衛門

が現われ，その台本は，人形遣いの（ 5 ）らが演じ，浄瑠璃太夫の（ 6 ）らが

語って広く人々の心をつかんだ。また，その作品は当時演劇として完成されつつあ

った歌舞伎の台本としても提供された。

歌舞伎は，江戸時代初期の女歌舞伎の系譜を引くが，それが幕府によって禁止さ

れた後，美少年が演ずる（ 7 ）歌舞伎を経て，成年の男性だけで演じられる（

8 ）歌舞伎として定着し，上方や江戸などに常設の芝居小屋が作られるようにな

った。この頃，上方には和事で名声を博した初代（ 9 ），江戸には荒事の名手と

Ａ4 日本史

6



いわれる初代（ 10 ）が現われて人気を得た。

庭園の分野でも，中世以前から上皇や貴族，将軍や大名の屋敷，寺院などに，池

を中心として自然石の庭石や草木を配置し，それらをただ鑑賞するだけでなく，廻

って楽しむ廻遊式の庭園が盛んに作られてきたが，この時代にはそれらを集大成し

た豪華絢爛な庭園が大名たちによって造営された。特に柳沢吉保が，綱吉から与え

られた下屋敷に自ら設計を手がけて作った（ 11 ）や，小石川の水戸藩邸に設けら

れた（ 12 ）が有名である。

設問1 文章中の空欄（1～12）に適した語句を，下記の語群の中から選びなさい。

〈語 群〉

ア 市川団十郎 イ 井原西鶴 ウ 上田秋成

エ 浮世草子 オ 浮世風呂 カ 阿 国

キ 御伽草子 ク 尾上菊五郎 ケ 好色一代男

コ 後楽園 サ 坂田藤十郎 シ 式亭三馬

ス 世間胸算用 セ 竹田出雲 ソ 竹本義太夫

タ 辰松八郎兵衛 チ 鶴屋南北 ツ 野 郎

テ 芳沢あやめ ト 六義園 ナ 若 衆

設問2 下線部ａについて，彼の治世に行なわれたことではないものを1つ選びな

さい。

ア 221年ぶりの大嘗会の再興 イ 公事方御定書の制定

ウ 生類憐みの令の発布 エ 湯島聖堂の建立

設問3 下線部ｂについて，この談林俳諧を創始した人物を次から選びなさい。

ア 松尾芭蕉 イ 松永貞徳 ウ 西山宗因 エ 山崎宗鑑

設問4 下線部ｃについて，彼の作品として著名なものを1つ選びなさい。

ア 仮名手本忠臣蔵 イ 曽根崎心中

ウ 東海道中膝栗毛 エ 南総里見八犬伝
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Ⅳ 次の文章を読んで空欄に適当な語句を入れなさい。

1937年7月の盧溝橋事件後，軍部は一方的に戦線を拡大し，宣戦布告のないま

ま全面戦争に突入していった。この日中戦争の長期化が予想される中で，翌年4月

には（ 1 ）が制定され，政府は議会の承認なしに，戦争に必要な物資や労働力を

動員できるようになり，国民生活全体にわたって統制が可能となった。例え

ば，1938年度から（ 2 ）によって物資動員計画が作成され，軍需品が優先的に

生産されたり，（1）にもとづく（ 3 ）が制定され，一般国民が軍需産業に動員さ

れるようになる一方，「不要不急」の民需品の生産や輸入はきびしく制限され，それ

らの価格も1939年にやはり（1）にもとづく（ 4 ）を出して公定価格制を導入し

強制的に固定された。このような経済統制は次第に強化され，やがて物資全般が不

足する中で，1940年には，ぜいたく品の製造・販売を禁止した，いわゆる

（ 5 ）が出され，やがて生活必需品の配給制も始まった。砂糖やマッチなどは，

切符制によって消費を制限され，翌年には通帳を用いた米の配給へと進んでいっ

た。

1941年12月，太平洋戦争の開戦後，戦時体制はますます強化されていった。政

府は，繊維工場などを軍需工場に転用し，国民生活を極度にきりつめさせ，労働力

を全面的に軍需生産に投入した。1942年6月，日米海軍の機動部隊同士が戦った

（ 6 ）で大敗北を喫したことを転機として，戦局は次第に劣勢となり，兵力の消

耗も激しくなった。1943年には，大学・高等学校及び専門学校に在学中の徴兵適

齢文科系学生を軍に徴集する，いわゆる（ 7 ）が開始された。一方，軍隊に動員

された青壮年男子は膨大な数にのぼり，日本国内の生産に必要な労働力も絶対的に

不足したため，学校に残る学生・生徒や女子挺身隊に編成した女性を軍需工場など

で働かせる勤労動員を実施した。

1944年7月，マリアナ諸島の（ 8 ）が陥落し，その年の後半には，そこから

飛来する米軍機による本土空襲が激化した。当初，米軍機は軍需工場の破壊を目的

としていたが，国民の戦意喪失をねらって都市を焼夷弾などで無差別爆撃するよう

になった。1945年3月10日の東京大空襲では，約300機のＢ29爆撃機が下町の

人口密集地を中心に大量の焼夷弾を投下し，一夜にして約10万人が焼死した。ま

た，この年の4月，アメリカ軍は沖縄本島に上陸し，島民を巻き込んだ激しい地上
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戦はおびただしい数の犠牲者を出し，3か月近い戦いの後，占領された。

1945年の2月には，アメリカ・イギリス・ソ連の首脳は，クリミア半島の

（ 9 ）で会談を行ない，ドイツの戦後処理問題を話しあった。さらに7月にはベ

ルリン郊外の（ 10 ）で，ヨーロッパの戦後処理問題を協議しており，それを契機

にアメリカは，対日方針をイギリスに提案し，日本軍への無条件降伏勧告と日本の

戦後処理方針からなる（10）宣言が発表された。日本は，8月6日の広島，同9日の

長崎への原子爆弾の投下，8日のソ連軍の中立条約を無視しての宣戦布告による満

州・朝鮮への侵入後，（10）宣言の受諾を決定し，軍のみならず日本経済と国民生活

が全面的に崩壊する中で，8月15日の戦争終結の日を迎えた。
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